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腸癌患者 176 名および大腸腺腫患者 250 名の血清を用いた。 
2) リコンビナント蛋白の作製法 
-2- 
大腸癌細胞（SW480）から mRNA を抽出し、RT-PCR 法で cDNA を作製した。
次に、cDNA を鋳型として PCR を行い、full length の Survivin（NM001168）、
Livin(AF311388)およびXIAP(U45880)を増幅した。各PCRの増幅産物を、蛋白
発現ベクターpRT151 に挿入後、大腸菌 BL21 に形質転換した。蛋白の精製に




検量線の作製および吸収試験には､市販の抗ヒト Survivin ウサギ抗体（R&D）、 




4) ELISA 系 
自家製 Survivin、Livin および XIAP のリコンビナント蛋白を、ELISA plate に固
相化し、洗浄およびブロッキング後、1,000 倍希釈血清を 100μL 添加し、室温
で１時間反応させた。洗浄後、2 次抗体として 6,000 倍希釈抗ヒト IgG/HRP を反
応させた。再度洗浄し、ＴＭＢで発色、H2SO4(0.5mol/L)で反応停止後、吸光度
を主波長 450nm、対照波長 620nm で測定した。ブロッキングを除去する以降の
工程は、「全自動マイクロプレート EIA 分析装置 EVOLIS™ System」(Bio-Rad)を
用いて行った。 
5) 既存腫瘍マーカーの測定法 
抗 p53 自己抗体については、MESACUP™ anti-p53 テスト(MBL)を使用し、 
「全自動マイクロプレート EIA 分析装置 EVOLIS™ System」(Bio-Rad)で解析し
た。CEA と CA19-9 は、エクルーシス®試薬 CEAⅡおよびエクルーシス®試薬





































































自己抗体に加え、既存の抗 p53 自己抗体、CEA および CA19-9 の血中濃度を 
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本研究では、3 種類の抗アポトーシス分子(Survivin、Livin および XIAP)に対する自己
抗体の検出系を確立し、抗 p53自己抗体、CEAや CA19-9など既存腫瘍マーカーと比較検
討を行うことで、大腸癌診断における意義を解析した。その結果、抗 Survivin自己抗体と
抗 p53 自己抗体の組み合わせが、早期大腸癌の検出に有用なことを見出した。また、前癌
病変である大腸腺腫においても、抗 Survivin自己抗体の陽性率は、他の腫瘍マーカーと比
べ際立って高く、癌形成の極めて初期から出現していることが明らかになった。 
本研究の成果は、早期大腸癌および大腸腺腫における自己抗体検出の診断学的有用性に
関する新知見であり、博士論文に値すると審査委員全員から評価を頂いた。 
 
